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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

  

・・遠遠赤赤外外～～中中赤赤外外光光検検出出器器のの高高感感度度・・高高速速化化をを目目指指しし，，アアンンテテナナをを用用いいたた検検出出器器のの研研究究をを行行っっててききままししたた。。  

  

現現在在，，遠遠赤赤外外～～中中赤赤外外((MMIIRR))領領域域はは，，環環境境計計測測，，分分光光にによよるる血血糖糖値値のの測測定定，，電電波波望望遠遠鏡鏡等等へへのの利利用用がが期期待待さされれ

てていいまますす。。ししかかしし，，ここれれららのの領領域域はは，，光光源源・・検検出出器器共共にに技技術術がが十十分分にに確確立立さされれてておおららずず，，未未開開拓拓周周波波数数とと呼呼ばばれれてて

いいまますす。。そそここでで現現在在，，MMIIRR 領領域域にに於於いいててはは，，アアンンテテナナをを利利用用ししたた MMIIRR 検検出出器器のの研研究究がが行行わわれれてていいまますす。。但但しし，，従従来来

のの MMIIRR アアンンテテナナ研研究究でではは，，アアンンテテナナイインンピピーーダダンンススのの評評価価方方法法がが確確立立さされれてていいまませせんんででししたた。。そそここでで，，中中赤赤外外光光をを

受受信信可可能能ななアアンンテテナナののイインンピピーーダダンンスス評評価価方方法法ににつついいててのの研研究究をを行行っってていいまますす。。ままたた，，中中赤赤外外光光検検出出器器のの性性能能向向

上上をを目目指指しし，，アアンンテテナナをを用用いいたた光光検検出出器器のの検検討討もも行行っってていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

中赤外光検出器の為のアンテナに関する研究 

 

氏氏名名：：      堀堀川川  隼隼世世／／HHOORRIIKKAAWWAA  JJuunnsseeii  EE--mmaaiill：：  ookkuubboo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  講講師師  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  応応用用物物理理学学会会，，日日本本物物理理学学会会  

キキーーワワーードド：：  アアンンテテナナ，，中中赤赤外外光光検検出出器器，，シシミミュュレレーーシショョンン  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電気気電電子子工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

【【多多重重様様相相論論理理】】  

定定理理自自動動証証明明器器のの実実装装  

  

日日常常的的なな論論理理思思考考をを形形式式化化ししたた様様相相論論理理にに対対すするる

定定理理自自動動証証明明ププロロググララムムをを実実装装ししてていいまますす（（下下図図））。。特特

にに認認識識論論理理とと時時間間論論理理をを融融合合ししたた多多重重様様相相論論理理をを研研

究究対対象象ととししてていいまますす。。定定理理のの真真偽偽をを自自動動判判断断すするるこことと

をを利利用用ししてて，，ププロロググララムム検検証証分分野野へへのの応応用用もも試試みみてていい

まますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図１１  定定理理自自動動証証明明器器  

  

  

【【画画像像処処理理】】  

パパタターーンン認認識識・・最最適適解解探探索索  

  

画画像像処処理理とと最最適適解解探探索索をを用用いいてて，，画画像像上上のの特特定定物物体体

（（顔顔，，手手指指，，文文字字ななどど））をを検検出出ししてていいまますす。。ままたた，，パパタターーンン

認認識識にによよりり，，検検出出物物体体のの分分類類ににもも取取りり組組んんででいいまますす（（下下

図図））。。ささららにに，，動動画画像像処処理理にによよりり，，動動作作認認識識をを用用いいたたイインン

タタフフェェーースス開開発発もも試試みみてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図２２  画画像像処処理理をを用用いいたた文文字字認認識識  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

多多様様相相理理論論//ママルルチチエエーージジェェンントト・・シシスステテムムのの  論論理理的的形形式式化化  
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職職名名：：  准准教教授授  学学位位：：  博博士士（（情情報報科科学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本ソソフフトトウウェェアア科科学学会会，，日日本本数数学学会会，，電電子子情情報報通通信信学学会会  

キキーーワワーードド：：  記記号号論論理理，，エエーージジェェンントト，，画画像像認認識識  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・画画像像情情報報処処理理技技術術をを用用いいたたイインンタタフフェェーースス開開発発  

・・越越前前市市産産業業活活性性化化ププラランン有有識識者者会会議議委委員員  
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